
区分 2018年度 前年比

教室など施設全体利用 1,226 -311

（うち宿泊） 780 14

ボルダリング壁利用 3,205 -312

人工壁利用 2,220 548

見通し 備考

指定管理料 26,100,000 協定書通り

施設利用 639,300 施設利用・宿泊・ボルダリング利用

その他収入 413,761 外部への職員派遣など

前年度繰り越し 1,020,000

主催事業収入 9,032,050 預かり金を除く

小計 37,205,111

人件費 23,406,122 6人分、法定福利費、臨時職員含む

管理経費 4,707,788 人件費以外の管理系費用、施設更新・備品更新含む

主催事業支出 4,537,517 講師謝礼、交通費、燃料など。預かり金除く

小計 32,651,427

収支 4,553,684 3月31日時点の見通し

科目

収入

支出

2019年 4月 14日 

長野県山岳協会総会資料 

2018 年度 長野県山岳総合センター 総括 

【総括】 

 3つの活動ポイントを掲げて年度の活動をスタートした。4月末に1名、9月末に 1名の

職員が退職したが、残った職員でカバーし計画通り無事に終えることができた。 

【重点ポイントの評価】 

１． 主催講習の質を上げる 

・ 計画した講習を運営することを優先したので、質を上げるまでに至らなかった 

・ 新設した中学生の登山教室には応募者がいなかった 

・ 指導員試験に受かった人を対象に、講師の講習会を検討したが開催できなかった 

・ スポーツクライミングの指導的立場の人を対象とした講習会は予定通り開催した 

２． 安定した運営を継続できる体制作り 

・ 管理部会と協議し、2018 年度後半から2019 年度末までの1年半を、体制立て直し

期間と位置づけて、体制整備をすすめている 

３． 施設の整備 

・ ルールで決まっている、「向こう 5 年間に必要な修繕項目」を提出したが、県の予

算を獲得することはできなかった 

・ センター看板の基礎が傷んでいたので修理した 

【施設利用人数】 

 

 

 

 

【収支見通し】 

 

 


